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1958 年、ヴィクトリア州で 2 番目の州立大
学として創立された。学生数は約 63,000 人、









































































 4 ／ 1 坂口貴弘助教、着任。
 4 ／ 1 大学文書館新書庫の引渡し。
 4 ／ 4 西山准教授、新採用職員研修におい
て京都大学の歴史について講義。
 4 ／ 7 西山、入学式後に「京都大学の歴史を
知ろう」と題して新入生向けに講演。
 4 ／ 14 西山、新採用職員研修で大学文書館
について説明。
 4 ／ 15 学外より、福井謙一の写真に関する
照会。
 4 ／ 18 大学文書館教員会議。
 4 ／ 18 事務補佐員河原敬太雇用。
 4 ／ 18 事務補佐員小泉麻美雇用。
 4 ／ 18 事務補佐員池田さなえ雇用。
 4 ／ 19 学外より、『京都大学大学文書館だよ
り』第19号掲載論文に関する照会。
 4 ／ 20 森克子氏より、森美郎関係資料寄贈。
 4 ／ 27 学内より、昭和35年当時のキャン
パス写真に関する照会。
 4 ／ 30 『京都大学大学文書館だより』第20
号発行。
 5 ／ 9 東海テレビより、西田幾多郎の写真
に関する照会。
 5 ／ 10 大阪大学文書館設置準備室より、法
人文書移管に関する照会。
 5 ／ 10 和田栄一氏より、三高関係資料寄贈。
 5 ／ 11 秋田テレビより、内藤湖南に関する
取材。
 5 ／ 12 宮崎潤一氏より、著書寄贈。
 5 ／ 13 学外より、卒業生に関する照会。
 5 ／ 16 朝日新聞社より、時計台の歴史に関
する取材。
 5 ／ 23 大学文書館教員会議。
 5 ／ 23 田中美千代氏より、田中真人関係資
料の追加寄贈。
 5 ／ 25 吉原英昭氏より、理学部図書ニュー
ス寄贈。
 5 ／ 27 四明会より、農学部演習林事務室内
建物の由来に関する照会。
 5 ／ 31 東京大学より、大学文書館の業務・
施設視察のため来館。
 6 ／ 2 学外より、久原躬弦関連の写真に関
する照会。




 6 ／ 9 藤井館長、平成23年度全国公文書
館長会議に出席。
 6 ／ 13 高エネルギー加速器研究機構史料室
より、所蔵資料の公開手続きに関す
る照会。
 6 ／ 14 学外より、卒業生に関する照会。
 6 ／ 15 学外より、原爆災害調査班に関する
照会。
 6 ／ 18 京都橘大学より、大学文書館施設見
学のため来館。
 6 ／ 21 坂口、公文書管理法制セミナーに参
加（於・全国町村議員会館）。
 6 ／ 23 学外より、医学部卒業生の戦没者数
に関する照会。
 6 ／ 27 大学文書館教員会議。
 6 ／ 27 学外より、文科大学教授藤代貞輔に
関する照会。
 6 ／ 28 木村博司氏より、大学紛争関係資料
Ⅵ寄贈。
 6 ／ 28 福井謙一記念研究センターに福井謙
一関係資料を移管。
 7 ／ 1 大学文書館メールアドレスの変更。
 7 ／ 5 西山、司書課程科目「図書館資料論」
において大学文書館の業務等につい
て講義。
 7 ／ 10 学習院大学アーカイブズ学専攻より、
研修の一環として、大学文書館の業
務・施設見学のため来館。
 7 ／ 11 住友陽三氏より、徳島三高会関係資
料寄贈。
 7 ／ 15 北海道大学より、大学文書館の業務・
施設視察のため来館。
 7 ／ 15 日本経済新聞社より、「回生」表記に
ついて取材。
 7 ／ 19 学外より、綜合原爆展に関する照会。
 7 ／ 19 塚本明日香氏より、京都帝国大学理
学部受教簿寄贈。
 7 ／ 19 畑中作都子氏より、畑中慎一関係資
料寄贈。
 7 ／ 20 徳島県薬剤師会より、元総長鳥養利
三郎に関する照会。
 7 ／ 21 法人文書の移管に関する説明会を開
催。
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 7 ／ 25 福井工業大学図書館より、『京大建築
会会報』に関する照会。
 7 ／ 27 大学文書館教員会議。
 7 ／ 29 学外より、京都帝国大学地震学研究
室への寄附に関する照会。
 7 ／ 29 学内より、附属図書館元職員に関す
る照会。
 8 ／ 1 事務補佐員水沼尚子雇用。
 8 ／ 3 板橋区立郷土資料館より、濱田耕作
及び内藤湖南に関する照会。
 8 ／ 4 寒川文書館より、大学文書館の業務・
施設視察のため来館。
 8 ／ 5 筑波大学より、大学文書館の業務・
施設視察のため来館。
 8 ／ 5 徳島市立高校より、歴史展示室見学
のため来館。
 8 ／ 6 西山、理学部九州講演会で「京大史
のなかの理学部」と題して講演（於・
福岡銀行本店大ホール）。
 8 ／ 9 西島昭氏より、西島安則関係資料寄
贈。
 8 ／ 9 近畿大学より、大学文書館の業務・
施設視察のため来館。
 8 ／ 9 学外より、戦前の附属病院内科病舎
に関する照会。
 8 ／ 10 オープンキャンパス2011開催（～
11日）。
 8 ／ 15 夏季一斉休業のため臨時休館（～
16日）。
 8 ／ 22 運営協議員を対象とした大学文書館
新書庫の見学会開催。
 8 ／ 22 大学文書館教員会議。
 8 ／ 22 学外より、大逆事件関連資料に関す
る照会。
 8 ／ 24 和歌山県立橋本高校より、歴史展示
室見学のため来館。
 8 ／ 29 京都橘大学よりインターンシップと
して学生を受け入れ（～9月9日）。
 8 ／ 29 学外より、三高校長森総之助の生没
年に関する照会。
 8 ／ 29 学内より、時計台正面入口上部レリ
ーフに関する照会。
 8 ／ 29 NHKより、元教員に関する照会。
 8 ／ 30 2010年度保存期間満了の事務本部
および各部局の法人文書搬入（～9
月6日）。




 9 ／ 8 学習院大学より、大学文書館の業務・
施設視察のため来館。
 9 ／ 14 学内より、日本書紀編纂1200年記
念展覧会に関する照会。
 9 ／ 16 京都市上下水道局より、水道敷設に
関する照会。
 9 ／ 21 日刊現代より、「回生」表記について
取材。
 9 ／ 26 大学文書館教員会議。
 9 ／ 27 筑波大学より、大学文書館の業務に
ついて取材のため来館。
 9 ／ 29 読売新聞社より、吉田寮の歴史につ
いて取材。
 9 ／ 30 一橋大学より、大学文書館の業務・
施設視察のため来館。
 9 ／ 30 事務補佐員奥田夕子配置換え。
 9 ／ 30 事務補佐員河原敬太退職。
 9 ／ 30 事務補佐員水沼尚子退職。
2011 年 4 月 1 日　　坂口貴弘、大学文書館助教に着任。
人の動き（2011 年 4月～ 2011 年 9月）






























ほど前の 7月 17 日に開かれた国立総合大学
（帝国大学は、前年 9 月に「国立総合大学」
となっていた）総長会議では、文相をはじめ
とした文部省の高官だけでなく CIE（GHQ
の民間情報教育局）からも出席があり、CIE
側が、それぞれ地元の師範学校を合併する形
での教育学部設置を各総長に求めたため、議
論が紛糾した。明治以来の師範学校を廃止し、
教員養成を大学が行うことはすでに決まって
いたが、旧帝大総長たちからすれば自らの大
学にそのような役割を要求されることは「寝
耳に水」（『京都大学百年史』総説編、479 頁）
であり、一斉に反発したのであった。
しかし、険悪な空気になったため一時休憩
となった会議の再開後、出席していた文部省
学校教育局長の日高第四郎によると「勢にか
られたとでも言うのであろうが、意外にも各
大学ともそんなに言うなら教育学部を作って
みせるということになってしまった」（日高
『教育改革への道』327 頁）。ただし、教員養
成を主たる目的とはしない、教育学研究のた
めの学部として、であった。
この緊迫した会議について、出席者の一人
である京大の鳥養利三郎総長がメモを残して
いる（『鳥養利三郎関係資料』資料番号：鳥
養－70）。メモは、B5 判縦書きの罫紙 9枚に
鉛筆で書かれている。そこでは、教育学部の
設置について「京大ハ了承。全国的の leader
ヲ養成スルコト及再教育ニ従事ス［府ノ教員
養成ハ別個ノ問題］」と、上記の旧帝大の意
向を明確に記している。
鳥養をはじめ旧帝大総長たちは、なぜ師範
学校との合併を嫌ったのか。のち、鳥養は「あ
んな低級な学校は入れん」（1967 年の京都大
学七十年史編集委員会による聞き取り）と語
っている。表現の適否はさておき、教員養成
には多数の教師が必要であるし、そもそも戦
時中の学制改革まで高等教育機関ではなかっ
た師範学校を合併するのは現実的ではないと
の判断があっても無理はなかったであろう。
とにかく、「勢にかられ」てかどうかはと
もかく、京大でも教育学部が設置されること
になった。しかし、当時すでに 5講座を揃え、
独立した学科となっていた東大の教育学とは
異なり、京大の教育学関係講座は文学部の教
育学教授法の 1講座のみ、しかも教授だった
木村素衛は 1946 年に急死しており、学部の
設置には多大な苦労があったであろうと推察
される。
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1 講座から学部へ
─教育学部の設置─
京都大学大学文書館准教授　西山 　伸
